
エコアクション２１
環境経営レポート

《期間；２０２２年４月～２０２３年３月》

作成日： ２０２３年６月１４日
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◇ 設 立： １９９１年１０月１日

◇ 会 社： 大日ケミカル株式会社

福島県いわき市常磐下船尾町杭出作２３番地の１１

Tel：０２４６－４４－５２５５ Fax：０２４６－４４－５２５１
代表取締役 社長 小林 憲兒

１） エコアクション２１環境経営システム最高責任者： 代表取締役 社長 小林 憲兒

２） 環境管理責任者：         取締役工場長 清水 雅彦

◇ 事業内容： 下記の有機化学品についての受託製造及び製造プロセスの受託開発

エレクトロニクス材料向け有機化学品、医薬原料、香料原料、ヘルスケア用化学原料、
コーティング原料、接着剤原料、感光性有機中間体、高分子添加剤

◇ 事業規模：主要製品の生産量・販売量、売上高、従業員数、事業所の延床面積

１．会社概要

活動規模 単位

2016年度
実績

2017年度
実績

2018年度
実績

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
実績

‘16/4
～’17/3

‘17/4
～’18/3

‘18/4～’19/3
‘19/4

～’20/3
‘20/4

～’21/3
’21/4

～’22/3
’22/4

～’23/3

製品生産量 ｔｏｎ/Y 3,400 3,477 3,612 2,955 2,973 3,463 2,439

製品販売量 ｔon/Y 3,305 3,400 3,471 2,815 2,854 3,372 2,422

売上高 百万円 2,963 3,059 3,453 3,156 3,182 2,456 1,985

従業員
（４/1現在）

人 49 5０ 49 51 52 52 52

床面積 ｍ２ 4,164 4,279 4,279 4,279 4,279 4,279 4,279

表．１．年度別事業規模の推移 ※2021年度から売上計算方法変更（販売先より有償で購入している原材料を差し引いての売上高となる）
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◇ 環境組織体制

◇ 認証・登録範囲 ： 全組織・全活動を対象範囲とします。

◇ レポート対象期間： ２０２２年４月１日 ～ ２０２３年３月３１日(２０２２年度)

２．対象範囲

《役割と責任》
社長（代表者）  ： 環境マネジメントに関わる統括責任者 環境管理責任者の指名
環境管理責任者：  環境マネジメントシステムの構築・運用・管理の実施

環境マネジメントシステムに関わる活動の取りまとめと社長への報告
各部門責任者  ： 環境方針の周知、自部門の環境マネジメントの実施。従業員への教育・訓練の実施
従業員                 ： 部門の活動目標・計画に従い環境活動を実施

社長

環境管理責任者

品質保証部 安全環境部 製造部 総務部ﾌﾟﾛｾｽ開発部営業部

安全衛生環境
委員会

営業部長
（部門責任者）

プロセス開発部長
（部門責任者）

品質保証部長
（部門責任者）

安全環境部長
（環境管理責任者）

製造部長
（部門責任者）

総務部長
（部門責任者）
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３．環境経営方針 【基本理念】
当社は魅力あるものづくり企業として、人と自然環境に優しく、また、製品の提供を通じて社会に貢

献することで、社会と共に成長・発展し続けることをめざします
そのために、この環境経営方針を定め、事業活動における環境負荷低減等、地球温暖化問題への

取組や環境保全活動に全従業員が一丸となって自主的、積極的に取組みます
【行動方針】

１．事業活動（開発から廃棄に至るまで）の環境側面に関連する法規制、当社が同意したその他の要求事項、および、 

社内ルールを遵守します

２．環境目的及び目標を年度毎に設定すると共に、社会環境や状況の変化による見直しを行うことで、継続的な改善

を図ります

３．化学品の受託製造会社としての事業活動を通じ、下記の環境負荷低減を主とした継続的な環境影響の改善に努
めます

   １） 電力・蒸気ボイラー等による二酸化炭素の発生量を低減します
２） 原材料の省資源、廃棄物の３Ｒを推進すると共に、不適合品の発生を削減し、

廃棄物を低減します
３） 水の使用量を削減します                     
４） 水質汚濁物質の排出を低減します
５） 化学物質使用量の削減に努力します
６） 自らの本来業務の取組みにおいて、環境に配慮した開発を推進します

４．生産設備の新設・変更や新規案件の受託、要因変更等において総合アセスメントを実施し、より適切な対策を

実施することで環境負荷低減を図ります

５．緊急時の対応方法の有効性を確認すると共に万一の事故に対する的確な措置のための教育・訓練を実施します

６．全従業員に対し、SDGs（持続可能な開発目標）の周知、普及に努めると共に、継続的にSDGsが掲げる目標実現の

ための活動に取り組みます

７．環境経営方針は文書化し、当社で働くすべての人に周知徹底すると共に、取組の内容を『環境経営レポート』
にとりまとめて公表し、情報開示とコミュニケーションに努めます

２０２１年４月１日 大日ケミカル株式会社 代表取締役社長
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４．環境経営目標と環境経営活動計画
〇環境経営マネジメントプログラム ※ ２０２３、２０２４年度も同内容で活動予定

環境経営目標 活動計画

1 環境負荷の把握 ①環境パフォーマンス指標の把握、集計
②2022年度エコアクション集計表の作成

2 CO2排出量削減 ①３Ｓ・基盤整備活動展開による不適合・変調の撲滅
②不要機器・電気停止による省電力への取組み
③新たな省蒸気アイテムの検討継続

3 廃棄物削減 ①廃溶剤の有価物販売の継続
②廃溶剤からの（産業廃棄物）からの、溶剤回収の実施継続
③廃棄物分別による回収・リサイクルの徹底継続
④廃溶剤（産業廃棄物）の燃料化推進

4 水使用量削減 ①市水使用状況の日常管理の継続
②洗浄作業等の作業見直しと標準化による市水使用量削減

5 化学物質排出の適正管
理と低減

①法規・規制に関する情報収集と対応
②感さ性・変異原生物質の取扱情報収集と対応
③VOC排出量削減検討の継続
④ＰＲＴＲ法の集計・報告

6 環境教育・訓練 ①2022年度教育訓練計画の立案、実施
②緊急事態を想定した訓練の実施
③2022年度環境活動計画の立案、実施

7 自らが生産・販売する製
品に関する環境配慮

①2022年度RC(レスポンシブルケア)実施計画の立案、実施

8 環境活動レポート ①2021年度環境経営活動レポートの作成と公表

２０２２年度（2022/4/1～2023/3/31）
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５．環境改善活動
１）過去３年間 主な環境負荷実績

・２０２０～２０２２年度の総エネルギー、ＣＯ２排出、電気、廃溶剤、市水、総廃棄
物、工場外排出ＢＯＤ量をまとめました（グラフ次ページ参照）。

数量
(年間）

原単位
（数量/
製造量)

原単位
（負荷量/
製造量)

数量
(年間）

原単位
（数量/
製造量)

原単位
（負荷量/
製造量)

数量
(年間）

原単位
（数量/
製造量)

原単位
（負荷量/
製造量)

総ｴﾈﾙｷﾞｰ 購入電力 kWh/ＭＪ 2,517,099kWh 847ｋWh/t 8,326MJ/ｔ 2,580,900kWh 745ｋWh/t 7,321MJ/ｔ 2,486,849kWh 1,018ｋWh/t 10,009MJ/ｔ

灯油＋廃溶剤 L/ＭＪ 597,323L 201Ｌ/ｔ 7,455MJ/ｔ 683,336L 197L/t 7,346MJ/ｔ 661,622L 271Ｌ/ｔ 10,118MJ/ｔ

　灯油 L/ＭＪ 483,290L 163Ｌ/ｔ 5,968MJ/ｔ 500,221L 144Ｌ/ｔ 5,298MJ/ｔ 452,696L 185Ｌ/ｔ 6,803MJ/ｔ

　廃溶剤 Ｌ/ＭＪ 114,033L 38Ｌ/ｔ 1,487MJ/ｔ 183,115L 53Ｌ/ｔ 2,048MJ/ｔ 208,926L 86Ｌ/ｔ 3,316MJ/ｔ

ｶﾞｿﾘﾝ L/ＭＪ 7,640L 2.33Ｌ/ｔ 81MJ/ｔ 20L 0.01Ｌ/ｔ 0MJ/ｔ 0L 0.00Ｌ/ｔ 0MJ/ｔ

LPG kg/MJ 20kg 0.01ｋｇ/ｔ 0MJ/ｔ 8,820kg 2.55ｋｇ/ｔ 88MJ/ｔ 7,730kg 3.17ｋｇ/ｔ 110MJ/ｔ

軽油 L/ＭＪ 320L 0.11Ｌ/ｔ 4MJ/ｔ 1,200L 0.35Ｌ/ｔ 13MJ/ｔ 0L 0.00Ｌ/ｔ 0MJ/ｔ

総計 -/ＭＪ － 15,866MJ/ｔ － 14,769MJ/ｔ － 20,237MJ/ｔ

ｋｇ‐ CO2 2,814,962kg 3,091,344kg 2,943,904kg

市水 ｍ３ 18,375m3 20,539m3 20,127m3

工業用水 ｍ３ 374,587m3 409,538m3 416,573m3

ｔ 84ｔ 100ｔ 64ｔ

ｔ 1,158ｔ 1,469ｔ 1,372ｔ

ｍ３ 392,049m3 428,941m3 435,748m3

ｋｇ 840kg 541kg 856kg

※　電力のCO2排出量については、2018年度以降の排出係数は、2018年度東北電力発表の実排出係数　0.000528 ｔ-CO2/kWhhを用いた。

環境負荷 単位

2022年度2021年度2020年度

171m3/ｔ
水使用量

8.24m3/ｔ

ＣＯ２排出量 1,205kg/ｔ947kg/ｔ

6.18m3/ｔ

126m3/ｔ

882kg/ｔ

5.93m3/ｔ

118m3/ｔ

総廃棄物量 0.562ｔ/ｔ0.424ｔ/ｔ

熱回収廃溶剤量 0.026ｔ/ｔ0.028ｔ/ｔ

0.390ｔ/ｔ

0.029ｔ/ｔ

ＢＯＤ 0.350kg/ｔ

排水量 178m3/ｔ132m3/ｔ

0.283kg/ｔ

124m3/ｔ

0.156kg/ｔ
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５．環境改善活動
１）過去３年間 主な環境負荷実績 ※以下推移は、５．４）個別評価で比較できるよう記載
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５．環境改善活動
１）過去３年間 主な環境負荷実績 ※以下推移は、５．４）個別評価で比較できるよう記載
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５．環境改善活動
２）２０２２年度 環境負荷実績

原単位
（数量/
製造量)

原単位
（負荷量/
製造量)

原単位
（数量/
製造量)

原単位
（負荷量/
製造量)

数量
(年間）

原単位
（数量/
製造量)

原単位
（負荷量/
製造量)

評価

購入電力 kWh/ＭＪ 666ｋWh/t 6,544MJ/ｔ 799ｋWh/t 7,853MJ/ｔ 2,486,849kWh 1,018ｋWh/t 10,009MJ/ｔ ×

灯油＋廃溶剤 157Ｌ/ｔ 5,836Ｌ/ｔ 188Ｌ/ｔ 7,003MJ/ｔ 661,622L 271Ｌ/ｔ 10,118MJ/ｔ ×

　灯油 L/ＭＪ 136Ｌ/ｔ 5,003MJ/ｔ 163Ｌ/ｔ 6,004MJ/ｔ 452,696L 185Ｌ/ｔ 6,803MJ/ｔ -

　廃溶剤 Ｌ/ＭＪ 21Ｌ/ｔ 833MJ/ｔ 25Ｌ/ｔ 999MJ/ｔ 208,926L 86Ｌ/ｔ 3,316MJ/ｔ -

ｶﾞｿﾘﾝ L/ＭＪ 2.27Ｌ/ｔ 79MJ/ｔ 2.72Ｌ/ｔ 94MJ/ｔ 7,730L 3.17Ｌ/ｔ 110MJ/ｔ ×

LPG kg/MJ 0.01ｋｇ/ｔ 0MJ/ｔ 0.01ｋｇ/ｔ 0MJ/ｔ 0kg 0.00ｋｇ/ｔ 0MJ/ｔ 〇

軽油 L/ＭＪ 0.11Ｌ/ｔ 4MJ/ｔ 0.13Ｌ/ｔ 5MJ/ｔ 0L 0.00Ｌ/ｔ 0MJ/ｔ 〇

総計 -/ＭＪ - 12,463MJ/ｔ - 14,956MJ/ｔ － 20,237MJ/ｔ ×

135%
ｋｇ‐CO 2 2,943,904kg ×

134%
市水 ｍ３ 20,127m3 ×
工業用水 ｍ３ 416,573m3 －

137%
ｔ 64ｔ －

ｔ 1,372ｔ ×

134%
ｍ３ 435,748m3 －

ｋｇ 856kg ×

233%

件 ○

－ ○

※　電力のCO2排出量については、2018年度以降の排出係数は、2018年度東北電力発表の実排出係数　0.000528 ｔ-CO2/kWhhを用いた。
※ 活動の評価は、目標値に対し減は「○」、目標値に対し5%未満の増加「△」、目標値に対し5%以上の増加「×」とした。

自らが生産・販売する
製品に関する環境配慮

－
RC活動状況を毎月の安全衛
生環境委員会で確認

　安全衛生環境委員会で毎月確認を実施した

化学物質排出の適正管理
と低減

－
総合ｱｾｽﾒﾝﾄによる確認
　1回/月以上実施

　総合ｱｾｽﾒﾝﾄ実施件数　　 　 47件
　   　　　 内訳：新規案件　  　   3件
　　　　　  要因変更案件         44件

削減目標と達成率 － 対基準年度6%減 対目標133%増

ＢＯＤ 0.160kg/ｔ 0.150kg/ｔ 0.350kg/ｔ

排水量 104m3/ｔ - 178m3/ｔ

削減目標と達成率 － 対基準年度10%増（総廃棄物量） 対目標34%増

総廃棄物量 0.380ｔ/ｔ 0.419ｔ/ｔ 0.562ｔ/ｔ

削減目標と達成率 － 対基準年度20%増 対目標34%増

熱回収廃溶剤量 0.008ｔ/ｔ - 0.026ｔ/ｔ

削減目標と達成率 － 対基準年度35%増（市水） 対目標37%増

ＣＯ２排出量 747kg/ｔ 896kg/ｔ 1,205kg/ｔ

- 171m3/ｔ
水使用量

4.46m3/ｔ 6.03m3/ｔ 8.24m3/ｔ

99m3/ｔ

総ｴﾈﾙｷﾞｰ

削減目標と達成率 － 対基準年度20%増 対目標35%増

環境負荷 単位

基準年度
2018年度実績

2022年度目標 活動期間　2022年度（2022年4月～2023年3月）実績
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２０２２年度環境負荷項目原単位数値目標と実績に対し、以下に考察します。

〇総エネルギーや二酸化炭素排出量、市水及び総廃棄物ほぼ全ての、原単位
は、目標に対し大きく未達となりました。原因は以下記載の通りです。
・電力は、工業用水ポンプ等、常時稼働機器による電力消費が全体の８割を

占めているため、製造量低下に比例して、原単位が悪化しました。
・灯油＋廃溶剤（ボイラー燃焼による蒸気発生）は特に、蒸気使用量が少な

い樹脂関係の製造量低下が著しく、全体の製造量が低下しても、蒸気使用
量があまり低下しませんでした。

・市水は、市水を殆ど使用しない製品の製造量低下が影響しました。
・廃棄物は、廃棄物が殆どでない製品の製造量低下が影響しました。
・全体的に環境負荷項目が悪化する製品の製造量低下は極くわずかでした。

なお、当社は親会社㈱ダイセルからの委託製造が主な、少量多品種受託会社
です。委託製造内容によって上記項目は、年度毎で大きく変動し、今回は環境負
荷の低い製品の製造量が大幅に低下した事で、全ての原単位が低下しました。

10

５．環境改善活動
３）２０２２年度 環境改善活動の全体評価概要
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２０２２年度は製品生産量２，４４２トンと、過去最大であった前年度の３，４６５トンに対し３０％の
減量となりました。

年間の総エネルギー負荷原単位は２０，２３７MJ/tと数値目標の１４，８３１MJ/tに対し３６％の増
となり、目標は未達成でした。 固定的な電気使用量の影響と、蒸気（灯油＋廃油）使用量が少ない
製品の大幅減産の影響を大きく受けたことが原因です。

月別の原単位は、固定的なエネルギー使用量とエネルギー消費率が違う製品変動の影響により、
大きく変動しています。

５．環境改善活動
４）個別評価 －総エネルギー負荷（CO2）削減－

※過去3年間推移
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電力は、全電気使用量の８０％が固定的な電気使用のため、製造量の影響を大きく受けました。
２０２２年間の電力原単位は１０，００９MJ/t（１，０１８kWh）と目標の７，７８８MJ/t（７９３kWh） に対

し２９％の増となり、目標は未達成でした。
月別の原単位は、固定的な電力使用の影響が大きく、製造量に比例して変動しています。

５．環境改善活動
４）個別評価 －電力負荷削減－

※過去3年間推移
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２０２２年間の灯油と廃溶剤合計（蒸気使用量）の原単位は１０，１１８MJ/tと目標の６，９４５MJ/t 
に対し４６％の増となり、目標は未達成でした。 特に製造量が多く、落ち込みが大きかった樹脂関
係の蒸気使用が小なかったため、全体の製造量が低下しても、蒸気使用量があまり低下しなかった
ことが原因です。
なお、廃溶剤/灯油比率(目標無し)は、廃溶剤の燃料化を進めた事で、２０２２年度は比率０．４９と、
前年度比率０．３９に対し、廃溶剤比率が２６％上昇し、灯油使用比率を低減できました。

５．環境改善活動
４）個別評価 －廃溶剤の燃料化推進と灯油削減－

※過去3年間推移
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市水（上水）の原単位においては、イオン交換水製造設備の強化（逆浸透膜導入によるケイ素等除
去による市水パージ排水増加）の影響は昨年同様です。原単位は、目標６．０３m3/hに対し、実績値
８．２４m3/Tと、目標に対し３７％の大幅増となりました。市水（イオン交換水）はエレクトロニクス材料
の低メタル製品で、水洗による金属除去の目的で多量に使用されているが、この製品の製造量減少
よりも、市水を使用しない製品の減少量が大きく影響したことが原因です。

※過去3年間推移

５．環境改善活動
４）個別評価 －市水の削減－
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総廃棄物量は、これまで機器洗浄溶剤の蒸留回収、ボイラーでの熱回収、再生処理される有価物
引取等による削減を継続して取り組んでおりますが、２０２２年度の数値目標０．４１９t/tに対し、原単
位０．５６２T/Tと、３４％増となりました。

廃棄物が殆どでない樹脂製品の製造量低下が大きく影響した事と、廃棄物委託業者の受入調整
が影響しています。

※過去3年間推移

５．環境改善活動
４）個別評価 －廃棄物量の削減－
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※過去3年間推移

ＢＯＤ値は、４月度の排水測定時のBOD増加による影響が大きく、２０２２年度の原単位０．３５㎏
/Tと、目標０．１５㎏/Ｔに対し１３３％増となり、目標は未達成でした。BOD値は、２回/月にサンプリ
ングした分析値の平均値を１カ月分に積算した数値を使用しており、高い分析値が出た場合は、大
幅に目標よりも高い結果となります。プラントからの有機物の漏洩は確認されず、本不具合直後に、
大量に溜まっていた落ち葉やヘドロを清掃し、その後は正常な分析値が出るようになったことから、
落ち葉等の分解により発生した有機物が原因と考えています。

５．環境改善活動
４）個別評価 －BODの削減－
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６．環境負荷目標 今後の計画
２０２１年度更新審査で報告した内容を継続し、２０１８年度を基準年度とした環境負荷目標を設定し、
継続的に対応する。



18

１）化学物質排出の適正管理と低減
化学物質の排出やその管理については、新規に製造を開始する前や、スケールアッ

プ他の製造要因変更前に、安全・環境の総合アセスメントを実施し確認しております。
2022年度は総合アセスメント43件（新規9、要因変更11、設備変更23）を実施しました。

２)自らが生産・販売する製品に関する環境配慮
当社では環境改善活動目標をＲＣ （レスポンシブル・ケア）実施計画書に落とし込み、

毎月開催する安全衛生環境委員会（環境経営システム最高責任者、各部門代表者）に
おいて、その進捗を確認すると共に、是正を実施しています。

その結果、2022年度は、設備投資案件に遅れはあるものの、概ね目標項目を実行し
ました。

３）環境関連法規等の遵守状況及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
当社では環境改善活動目標をＲＣ（レスポンシブルケア）実施計画書に落とし込み、毎

月開催する安全衛生環境委員会（環境経営システム最高責任者、各部門代表者出席）
において、その進捗確認および是正を実施しています。

その中で、法令教育を実施すると共に、環境関連法規等の遵守状況及び評価を行っ
ており、問題がない事を確認しています。なお、関係当局より違反等の指摘はありませ
ん。

４）資格取得の推進
当社では、法で義務付けられている資格をはじめとし、社内の取得状況を管理し、計

画的な資格や技能講習の取得を推進しています。

６．その他の活動、評価
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７．代表者から環境管理責任者への指示事項

１．環境方針
基本理念の変更は無い。

２．環境目標

・廃棄物の削減については、廃溶剤の燃料化による熱回収、洗浄溶剤回収の取組を継
続すること。
・昨年度に引き続き、BODやPH異常排水発生時に工場外流出を阻止出来るよう、１，２棟
及び各エリアから系外への流出防止に加え、最終放流口から工場外への２重の流出防
止を、納期通り今年度中に実行すること。

３．環境経営システムのその他の要素

・３Ｓ（ヒヤリ・ハットや不具合是正等全ての改善活動）の取組、及びコストダウン活動と結
びつけて、環境負荷低減の課題に取り組んで行くこと。
・二酸化炭素排出量削減については、LNGボイラーの設置を計画通り進めること。
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